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・�非会員は３割増し、土・日・祭日の会員利用は２割増

し、土・日・祭日の非会員利用は６割増し、宴席での

使用は５割増しとなります。

・音響、映像設備使用時は別途料金がかかります。

（単位 :円）

蕨商工会館ご利用案内

会議室名
定　員

（人）

午     前

 （9:00 ～ 12:00）

午     後

 （13:00 ～ 17:00）

夜     間

 （17:00 ～ 21:45）

２階会議室 ５２       ３，９６０       ７，９２０       ９，２４０

     全室

３階ホールＡ室

Ｂ室

１３０    

９０

    ４０

      ５，６１０

      ３，３００

      ２，３１０

   １０，８９０

      ５，９４０

      ４，９５０

   １７，４９０

   １１，２２０

      ６，２７０

お気軽にご連絡下さい。

蕨商工会議所ホームページ登録の案内

お問い合わせ：蕨商工会議所
TEL 048-432-2655  
FAX 048-444-1785
URL http://www.warabicci.org

  蕨商工会議所では会員企業に限って企業紹介
ページを無料にて作成し、当所ホームページにて
ご紹介します。
  ホームページをお持ちの方、お持ちでない方に
関わらず、是非ご登録ください。

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用ｺｰﾅｰを設置中ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用ｺｰﾅｰを設置中

　蕨ケーブルビジョン㈱の
協力により、当所 1階エン
トランスにＣＡＴＶインター
ネット利用コーナーを設置
しております。会員の皆様
はもとより、市民の皆様の
どなたでもご自由に、お気
軽にご利用下さい。

●利用時間 

  午前８時３０分～午後５時

蕨ケーブルビジョン株式会社

  TEL 048-444-3333    E ｰ mail wink@catvwink.co.jp

蕨 商 工 会 議 所

専門個別相談          

　　　◇税務相談    ◇労務相談

　　　◇法律相談    ◇ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ対策

　　　◇金融診断    ◇ＰＣ相談 

　○相談料 6,000 円（但し蕨商工会議所会員企業は無  　

　　料です）相談は全て予約制ですので、お電話にて　　

　　ご予約下さい。 

　○会場は、蕨商工会議所または相談企業となります。

   蕨商工会議所

Tel ０４８－４３２－２６５５



3

会 議 所 行 事 予 定

１ WED ・令和 5年度労働保険事務組合職員研修会

２ THU

３ FRI ・第 40 回中仙道武州蕨宿 宿場まつり

４ SAT

５ SUN ・蕨市邦楽舞踊連盟 第 21 回邦楽舞踊連盟大会
・蕨市文化祭「第 6回蕨双子織アート作品展」表彰式

６ MON
・蕨市暴力排除推進協議会 第 33 回暴力追放・薬物乱用防止 
  埼玉県民大会
・埼玉県中小企業診断協会　中小企業診断士の日イベント

７ TUE ・埼玉県商工会議所・商工会職員研修会

８ WED

９ THU ・西川口間税会理事会

10 FRI ・埼玉県商工会議所連合会第 2回担当者連絡会議

11 SAT

12 SUN

13 MON ・秋期健康診断（蕨商工会館）
・埼玉県ワークショップ

14 TUE ・秋期健康診断（塚越ｺﾆｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）

15 WED ・日本商工会議所委員会

・西川口税務署 署長との懇談会

16 THU
・埼玉県知事との懇談会

・日本商工会議所委員会

・日本商工会議所青年部全国会長研修会

17 FRI ・埼玉県商工会議所連合会第 3回専務理事会議
・日本商工会議所青年部全国会長研修会

18 SAT ・日本商工会議所青年部全国会長研修会

19 SUN ・2023 年度第 165 回簿記検定試験

20 MON

21 TUE ・埼玉県商工会議所・商工会職員研修会

22 WED ・川口地区労働基準協会 令和 5年度永年勤続者表彰式
・2023 年度関東ブロック商工会議所中小企業相談所長会議

23 THU

24 FRI
・正副会頭会議
・常議員会
・市長訪問

25 SAT

26 SUN

27 MON

28 TUE ・埼玉県商工会議所・商工会職員研修会

29 WED

30 THU

No.607

＜ＩＮＤＥＸ＞

マル経融資制度・・・・・・・・・・・・４

労働保険事務組合・・・・・・・・・・・５

令和６年度概算要求・・・・・・・・・・６

埼玉県商工会議所議員大会
ビジネス交流会 他・・・・・・・・・・・７

コラム
「職場のかんたんメンタルヘルス」・・・・８

INFORMATION・・・・・・・・・・・９

Watch・青年部だより・・・・・・・・１０

牛窪会頭の企業探訪・・・・・・・・・１１

Interview「㈲エムアンドディー」・・・１２

ひとつひとつの出会いを丁寧に。

それは人だけでなく物も事も。

それが今を大切にすることに

繋がるのです。

書道家　武田 双雲

「
一
期
一
会
」
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昭
和
48
年
10
月
に
創
設
さ
れ
た
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金

融
資
（
以
下
、
マ
ル
経
融
資
）
制
度
が
創
設
50
周
年
を
迎
え
、
10

月
11
日
に
東
京
都
内
で
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
マ
ル
経
融
資
は
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
で
延
べ
５
３
０
万
件
の

利
用
が
あ
り
、
当
商
工
会
議
所
で
も
多
く
の
利
用
実
績
が
あ
り
ま

す
。
本
紙
で
は
、
マ
ル
経
融
資
の
歴
史
や
制
度
概
要
等
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
す
。

マ
ル
経
融
資
制
度 

創
設
50
周
年

持
続
的
経
営
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

資
金
繰
り
の
ご
相
談
は
商
工
会
議
所
へ

マ

ル

経

融

資

◎
歴
史

　

昭
和
40
年
代
当
時
、
経
営
指

導
員
が
行
う
経
営
指
導
等
に
金

融
面
の
支
援
策
が
な
く
、
指
導

効
果
が
不
十
分
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
背
景
に
、

商
工
会
議
所
等
の
経
営
指
導
と

推
薦
を
も
と
に
国
民
金
融
公
庫

（
現
在
の
㈱
日
本
政
策
金
融
公

庫
）
が
無
担
保
・
無
保
証
で
経

営
改
善
資
金
を
低
利
融
資
す
る

と
い
う
他
に
類
を
見
な
い
画
期

的
な
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
創
設
以
来
、
資
金
確
保

の
面
で
困
難
な
立
場
に
あ
る
小

規
模
事
業
者
に
と
っ
て
重
要
な

◎
マ
ル
経
融
資
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
る
事
業
者
の

方
向
け
の
制
度
で
、
次
の
（
１
）

ま
た
は
（
２
）
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

（
１
）
最
近
１
か
月
間
等
の
売

上
高
ま
た
は
過
去
６
か
月
（
最

近
１
か
月
を
含
み
ま
す
。
）
の

平
均
売
上
高
が
前
５
年
の
い
ず

れ
か
の
年
の
同
期
と
比
較
し
て

５
％
以
上
減
少
し
て
い
る
、
ま

た
は
こ
れ
と
同
様
の
状
況
に
あ

る
方
（
※
）

（
２
）
債
務
負
担
が
重
く
な
っ

て
い
る
方
（
※
）
（
注
１
）

※
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
を

受
け
た
後
、
商
工
会
議
所
等
の

長
の
推
薦
が
必
要
で
す
。

（
注
１
）
一
定
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

当
商
工
会
議
所
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

【
融
資
限
度
額
】  

通
常
融
資
額
＋
別
枠
１
千
万
円

【
利
率
】

（
当
初
３
年
間
）　

特
別
利
率 

▲
０

.

５
％
（
別
枠
の
１
千
万

円
以
内
）

（
４
年
目
以
降
）　

特
別
利
率

【
返
済
期
間（
う
ち
据
置
期
間
）】

・
設
備
資
金
20
年
以
内
（
５
年

以
内
（
別
枠
の
１
千
万
円
以
内
））

・
運
転
資
金
20
年
以
内
（
５
年

以
内
（
別
枠
の
１
千
万
円
以
内
））

↑
マ
ル
経
融
資
の
流
れ

制
度
と
し
て
半
世
紀
に
わ
た
り

多
く
の
小
規
模
事
業
者
の
方
々

が
利
用
し
、
こ
れ
ま
で
の
利
用

件
数
は
約
５
３
０
万
件
に
の
ぼ

り
ま
す
。

◎
制
度
概
要

　

商
工
会
議
所
等
の
経
営
指
導

を
金
融
面
か
ら
補
完
し
、
小
規

模
事
業
者
の
経
営
改
善
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
無

担
保
・
無
保
証
人
・
低
利
で
利

用
で
き
る
融
資
制
度
で
す
。
融

資
申
請
に
は
、
当
商
工
会
議
所

の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

【
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
】 

・
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
20

人
（
商
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業

（
宿
泊
業
お
よ
び
娯
楽
業
を
除

く
）
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る

事
業
と
し
て
営
む
方
に
つ
い
て

は
５
人
）
以
下
の
法
人
・
個
人

事
業
主
の
方
で
、
さ
ら
に
最
近

１
年
以
上
、
商
工
会
議
所
地
区

内
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方

・
商
工
会
議
所
の
経
営
・
金
融

に
関
す
る
指
導
を
原
則
６
ヵ
月

以
上
受
け
て
お
り
、
事
業
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
る
方

・
税
金
（
所
得
税
、
法
人
税
、

事
業
税
、
都
道
府
県
民
税
等
）

を
完
納
し
て
い
る
方

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
非
対

象
業
種
等
に
属
し
て
い
な
い
業

種
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
方

【
融
資
条
件
】 

・
融
資
限
度
額 

２
千
万
円

・
利
率　

年
１

.

２
％
（
令
和

５
年
10
月
現
在
）

※
融
資
利
率
は
金
融
情
勢
に
よ

り
変
わ
り
ま
す
の
で
、
直
近
の

利
率
は
当
商
工
会
議
所
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
返
済
期
間　

 

運
転
資
金
７
年
以
内
（
据
置
期

間　

1
年
以
内
）

設
備
資
金
10
年
以
内
（
据
置
期

間　

2
年
以
内
） 

【
資
金
使
途
例
】

・
運
転
資
金
：
仕
入
資
金
、 

買

掛
金
・
手
形
決
済
資
金
、
給
与
・

賞
与
の
支
払
い
、
諸
経
費
の
支

払
い

・
設
備
資
金
：
店
舗
・
工
場
改

装
、
営
業
車
輌
購
入
、
機
械
・

設
備
・
什
器
等
の
購
入
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◎
労
災
保
険

 
 

労
働
者
が
業
務
上
の
事
由
又

は
通
勤
に
よ
っ
て
、
負
傷
、
疾

病
、
障
害
又
は
死
亡
し
た
場
合

に
被
災
労
働
者
や
そ
の
遺
族
を

保
護
す
る
た
め
、
必
要
な
保
険

給
付
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

社
会
復
帰
へ
の
促
進
な
ど
労
働

者
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
の

事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
雇
用
保
険

 
 

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
や

労
働
者
に
つ
い
て
雇
用
継
続
が

困
難
と
な
る
事
由
が
生
じ
た
場

合
、
労
働
者
の
生
活
及
び
雇
用

の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
再

就
職
及
び
雇
用
継
続
を
促
進
す

る
た
め
、
必
要
な
給
付
を
行
う

も
の
で
す
。
ま
た
、
失
業
の
予

防
、
雇
用
構
造
の
改
善
等
を
図

る
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 
 

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
１
日
か
ら
30
日
の
１
ヶ
月
間
を
「
労

働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
月
間
」
と
定
め
、
労
働
保
険
制
度

に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
た
め
の
広
報
活
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
労
働
保
険
は
、『
労
災
保
険
』
と
『
雇
用
保
険
』
の
総
称
で
、

政
府
が
管
理
運
営
し
て
い
る
強
制
加
入
の
保
険
制
度
で
す
。
当
商

工
会
議
所
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
労
働
保
険
事

務
組
合
が
煩
雑
な
労
働
保
険
の
事
務
手
続
き
を
事
業
者
に
代
わ
っ

て
行
っ
て
い
ま
す
（
一
部
事
務
を
除
き
ま
す
）
。

　

労
働
保
険
は
、
原
則
と
し
て
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

れ
ば
、
加
入
手
続
き
を
行
い
、

労
働
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
事
業
主
が
故
意

ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
、

加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
い
期

間
中
に
労
働
災
害
が
生
じ
、
労

災
保
険
の
給
付
を
行
っ
た
場
合

は
、
事
業
主
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
労
働
保
険
料
を
徴
収
す
る
ほ

か
、
労
災
保
険
の
給
付
を
要
し

た
費
用
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

よ
り
良
い
人
材
を
確
保
し
、

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
う

え
か
ら
も
、
労
働
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
だ
、

加
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の

  １１月は労働保険未手続事業一掃強化月間

  労働保険の手続きは、
      任せて便利な労働保険事務組合へ

方
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

の
雇
用
保
険
の
加
入
を
含
め
、

必
ず
加
入
手
続
き
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 
 

埼
玉
労
働
局
で
は
、
手
続
き

指
導
及
び
加
入
勧
奨
に
よ
っ
て

も
、
自
主
的
な
加
入
手
続
き
を

行
わ
な
い
事
業
主
に
対
し
て
は

強
制
的
な
加
入
を
含
め
た
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 
 

な
お
、
労
働
保
険
の
加
入
手

続
き
や
事
務
処
理
等
で
お
困
り

の
中
小
の
事
業
主
の
方
は
、
厚

生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
た

「
労
働
保
険
事
務
組
合
」
に
労
働

保
険
事
務
を
委
託
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
労
働
保
険
事
務
組

合
は
、
事
業
主
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
務
手
続
き
を
事

業
主
に
代
わ
り
処
理
す
る
団
体

で
す
。
事
務
を
委
託
す
る
と
次

の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

①
事
業
主
が
行
う
労
働
保
険
加

入
手
続
お
よ
び
脱
退
手
続
き
な

ど
の
事
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

②
労
働
保
険
料
を
年
３
回
に
分

割
納
付
で
き
ま
す
。

③
本
来
加
入
で
き
な
い
事
業
主

や
家
族
従
業
員
が
労
災
保
険
へ

今
年
４
月
開
催
の
労
働
保
険
年
度
更
新

指
導
会
及
び
労
務
管
理
個
別
相
談
会

特
別
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

蕨
商
工
会
議
所
労
働
保
険
事

務
組
合
で
は
、
例
年
４
月
に
「
労

働
保
険
年
度
更
新
指
導
会
及
び

労
務
管
理
個
別
相
談
会
」
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
労
働
保
険

料
の
算
出
に
必
要
な
賃
金
報
告

書
の
作
成
相
談
の
他
、
各
種
助

成
金
の
助
成
内
容
か
ら
申
請
方

法
、
就
業
規
則
の
見
直
し
な
ど

各
事
業
所
か
ら
の
労
務
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、
社

会
保
険
労
務
士
及
び
当
商
工
会

議
所
経
営
指
導
員
が
対
応
し
ま

す
。

 
 

制
度
の
内
容
、
加
入
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
蕨
商
工
会
議
所

労
働
保
険
事
務
組
合
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
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○中小企業取引対策事業（３６億円）
 価格交渉促進月間や、下請Ｇメン等による取引実態の把握、下請法の厳正な執行、下請かけこみ寺での

相談対応等を実施します。

○日本政策金融公庫補給金（１５１億円）
 日本政策金融公庫からの融資における金利を引き下げるため、利子補給を実施します。

○中小企業信用補完制度関連補助事業（７０億円）
 信用保証制度等を通じた資金繰り支援を実施します。経営者保証の提供を選択できる新制度構築に際し、

信用保証料補助等を実施します。

○後継者支援ネットワーク事業（５．５億円）
 後継者同士の切磋琢磨できる場を創出し、既存の経営資源を活かした新規事業アイデアを競うイベン

トを開催します。

○中小企業活性化・事業承継総合支援事業（２２３億円）
 中小企業活性化協議会による事業再生支援、事業承継・引継ぎ支援センターによる円滑な事業承継・

引継ぎ支援等を実施します。

②事業承継を通じた変革の推進 （要求額）              

③取引環境の改善をはじめとする事業環境整備等 （要求額） 
○地域の社会課題解決企業支援のためのエコシステム構築実証事業（６．７億円）※新規
 ソーシャルビジネスを支援する地域の関係者を中心としたエコシステムを構築するため社会課題解決事

業モデルを実証します。

○中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業（５２億円）
 各都道府県によろず支援拠点を整備するなど、中小企業・小規模事業者が抱える様々な経営課題に対応

するための体制を整備します。

○小規模事業対策推進等事業（５４億円）
 中小企業支援機関等を通じて行われる小規模事業者への巡回指導・窓口相談などを支援します。

○地方公共団体による小規模事業者支援推進事業（１３億円）
 地方公共団体と連携し、地域の実情を踏まえた小規模事業者の販路開拓・生産性向上に向けた取組み（災

害復旧を含む）を支援します。

○地域の中堅・中核企業の経営力向上支援事業（２７億円）
　専門家・企業間のネットワーク構築や「地域の人事部」の取組みを支援します。人材活用ガイドライ

ンの普及を通じ人材の戦略的な活用を支援し、地域での即戦力ＤＸ人材を育成します。

 令和６年度中小企業対策関連予算概算要求
          中小企業・小規模事業者関係の支援施策
                               ～経営資源を活かし、事業価値の向上へ～

①物価高、人手不足等の厳しい経営環境への対応  （要求額）

　各府省庁から令和６年度予算の概算要求が出され、中小企業対策関連では物価高や産業構造の転

換、経営者の高齢化という環境下において、中小企業・小規模事業者の雇用・技術といった経営資

源を活かし、事業価値の向上を実現するため、「物価高、人出不足等の経営環境への対応」、「事業承継」

「社会課題解決に向けた地域の取組みの支援」などに取組むとしています。本号では３つの項目ご

とに支援施策の一部を掲載します。

 本概算要求は、予算案として内閣による閣議決定、国会へ提出された後、衆議院・参議院での審議を経て

成立となります。
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広 域 ビ ジ ネ ス 交 流 会 を 開 催 

 10 月 4 日に、浦和コルソホールにて、 

さいたま商工会議所・越谷商工会議所と

の共催により『第 26 回広域ビジネス交流

会 ( 全業種版 )』を開催しました。三部

構成となった本交流会では、自社 PR やグ

ループミーティング、個別ミーティング

が行われ、参加企業は情報交換や取引拡

大に取組みました。

 

ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
制
度
（
事

業
活
動
に
お
け
る
賠
償
リ
ス

ク
・
事
業
休
業
リ
ス
ク
等
の
補

償
）
・
業
務
災
害
補
償
プ
ラ
ン

（
労
災
事
故
お
よ
び
企
業
の
賠

償
リ
ス
ク
等
の
補
償
）
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
致
し
ま
す
。
会

員
事
業
所
の
経
営
リ
ス
ク
の
担

保
（
リ
ス
ク
の
移
転
）
及
び
会

員
事
業
所
の
従
業
員
な
ど
の
福

利
厚
生
の
充
実
を
目
的
と
し

て
、
当
商
工
会
議
所
提
携
損
保

会
社
の
協
力
の
も
と
、
会
員
事

業
所
を
対
象
と
し
低
廉
な
保
険

料
で
ご
加
入
い
た
だ
け
る
損
害

保
険
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま

す
。
本
号
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
各
保
険
会
社
の
チ
ラ
シ
及

び
一
括
見
積
依
頼
用
紙
も
併
せ

て
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
下
さ
い
。

 

期
間
中
は
、
当
商
工
会
議
所

職
員
、
損
害
保
険
各
社
の
代
理

店
が
皆
様
の
事
業
所
を
訪
問
致

し
ま
す
の
で
各
種
保
険
に
関
す

る
ご
相
談
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

11
月
・
12
月  

会
員
向
け
保
険
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

  

経
営
リ
ス
ク
回
避
・
福
利
厚
生
充
実
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

永
年
勤
続
表
彰

当
所
か
ら
２
名
受
賞

～
第
59
回
埼
玉
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
～

地
域
経
済
活
性
化
・
地
域
創
生
に

向
け
国
・
県
へ
の
施
策
要
望
を
決
議

　

10
月
31
日
、
埼
玉
県
商
工
会
議
所
の
役
員
・
議
員
及
び
来
賓
が
一

同
に
会
し
た
「
第
59
回
埼
玉
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
」
が
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
に
て
開
催
さ
れ
、
当
商
工
会
議
所
よ
り
牛
窪
会
頭
、
今

井
副
会
頭
、
徳
丸
副
会
頭
、
町
田
委
員
、
齋
藤
専
務
理
事
が
出
席
し

ま
し
た
。
本
大
会
は
、
中
小
企
業
の
経
営
の
改
善
策
等
の
諸
問
題
に

つ
い
て
意
見
要
望
を
ま
と
め
、
関
係
方
面
に
強
く
訴
え
、
意
見
の
反

映
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
埼
玉
県
商
工
会
議
所

連
合
会
の
池
田
会
長
が
議
長
と

な
っ
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
総

務
・
地
域
振
興
委
員
会
、
商
業
・

観
光
振
興
委
員
会
、
工
業
・
技

術
振
興
委
員
会
の
各
委
員
会
か

ら
提
案
さ
れ
た
要
望
事
項
（
本

誌
８
月
号
及
び
10
月
号
掲
載
）

は
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
関
係
当

局
へ
強
く
要
望
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

 

埼
玉
県
知
事
、
埼
玉
県
議
会

議
長
へ
の
訪
問
・
要
望
活
動
は

11
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の

施
策
要
望
を
決
議

　

議
員
大
会
に
お
い
て
当
商
工

会
議
所
よ
り
左
記
の
職
員
２
名

が
、
永
年
に
わ
た
る
商
工
会
議

所
運
営
の
功
績
に
対
し
て
贈
ら

れ
る
永
年
勤
続
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

（
１
）
事
務
局
長

 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
浩
司
（
30
年
）

（
２
）
総
務
課
長
兼

　
　
　
　

中
小
企
業
相
談
所
長  

　
　
　

 

塚
本　

太
郎
（
21
年
）

（
カ
ッ
コ
内
の
年
数
は
通
算
勤

続
年
数
。
役
職
は
受
賞
日
現
在

に
お
け
る
役
職
）

◇蕨市内の
  情報満載◇ 
地域情報誌

「ぐるぐる蕨」
Vol.42 発行

 
 

地
域
情
報
誌
「
ぐ
る
ぐ
る
蕨
」

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
42
を
11
月
1
日
に
発

行
い
た
し
ま
し
た
。

 

紙
面
に
は
全
16
店
舗
（
事
業

所
）
が
掲
載
さ
れ
、
各
事
業
所

の
逸
品
や
特
徴
あ
る
サ
ー
ビ
ス

を
写
真
付
き
で
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
本
誌
は
広
報
わ
ら
び
に

折
り
込
ま
れ
、
全
戸
配
布
さ
れ

る
他
、
蕨
駅
や
市
内
公
共
施
設
、

大
型
店
に
も
設
置
さ
れ
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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怒
り
、
不
安
、
悲
し
み
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
、
良

く
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
基
本
的
に
は
、
心
地
の
良
い
も

の
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
感

情
が
湧
く
と
、「
こ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
は
い
け
な
い
」「
こ
ん
な
ふ
う

に
思
う
の
は
自
分
が
悪
い
の
だ
」
と

自
分
の
気
持
ち
を
抑
圧
し
て
し
ま
う

人
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
、

何
と
か
不
快
な
感
情
か
ら
逃
れ
よ
う

と
、
自
分
の
心
を
守
る
た
め
の
防
衛

反
応
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
自
分
の

感
情
を
無
視
し
た
り
、
否
定
し
た
り

す
る
と
、
ま
す
ま
す
そ
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
で
強
い
感
情
を
手
放
せ
な
く
な

る
、「
強
化
」
と
い
う
状
態
を
引
き

起
こ
す
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

「
怒
り
」
な
の
か
を
把
握
し
た
時
点
で
、

あ
る
程
度
気
持
ち
の
整
理
が
で
き
ま

す
。
そ
の
上
で
、
客
観
的
な
対
処
が
で

き
る
と
良
い
で
す
ね
。

　

「
悲
し
み
」
は
、
時
間
薬
が
必
要
と

も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
時
間
が
か
か
る

こ
と
も
多
い
で
す
が
、
「
泣
く
」
と
い

う
行
動
や
、
誰
か
に
話
す
こ
と
で
も
癒

や
さ
れ
ま
す
。
不
安
や
心
配
は
、
未
来

や
未
知
の
こ
と
に
抱
き
や
す
く
、
起

こ
っ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
予
期
不
安
な

の
で
、
何
ら
か
の
準
備
を
す
れ
ば
軽
減

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
イ
ナ
ス
感
情
を
自

覚
し
て
行
動
に
移
す
こ
と
で
、
辛
い
気

持
ち
か
ら
早
く
解
放
さ
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
強
い
感
情
に
と

ら
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
動
け
な
く
な

る
こ
と
が
多
い
の
で
積
極
的
に
行
動
す

る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

意
識
的
に
抑
え
込
ん
だ
感
情
は
、
よ

ど
み
の
よ
う
に
心
の
底
に
た
ま
っ
て
い

き
、
自
分
が
向
き
合
わ
な
い
で
い
る
感

情
は
、
時
と
と
も
に
自
覚
で
き
な
く
な

り
、
制
御
で
き
な
い
も
の
へ
と
変
化
し

忘
れ
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
と
ら

わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
悪
循
環
を
生
む

の
で
す
。
早
い
解
決
を
望
む
な
ら
、
そ

の
気
持
ち
と
向
き
合
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
疲
れ
て
い
た
り
、
忙
し
過
ぎ
た
り

す
る
と
、
向
き
合
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
保

て
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
意
図
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分

自
身
の
気
持
ち
に
正
直
に
な
る
こ
と
で

す
。
「
怒
り
」
な
ら
、
「
あ
い
つ
本
当
に

ム
カ
つ
く
」
と
怒
り
を
自
覚
す
る
こ
と
。

「
悲
し
み
」
な
ら
、
と
こ
と
ん
悲
し
み

に
浸
る
の
で
す
。
そ
し
て
行
動
に
移
し

ま
し
ょ
う
。

　

怒
り
は
、
２
次
感
情
と
い
わ
れ
る
も

の
で
、
そ
れ
を
引
き
起
こ
す
１
次
感
情

が
必
ず
存
在
し
ま
す
。
何
に
対
し
て
の

ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
対
処
の
方
法

が
見
つ
か
り
づ
ら
く
、
何
だ
か
分
か

ら
な
い
不
安
や
怒
り
に
と
ら
わ
れ
や

す
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
う

な
る
前
に
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
気

持
ち
と
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

   

　  

　 

代
表
理
事
　
大
野
　
萌
子

「
マ
イ
ナ
ス
感
情
を
味
方
に
し
よ
う
」
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 INFORMATION
LOBO調査

 

９月の調査結果

 業況ＤＩは、４か月連続で足踏み続
く。先行きは、円安の伸長等による
コスト増で懸念続く

　全産業合計の業況 DI は、▲ 9.0（前月比▲

0.1 ポイント）。建設業では、国土強靭化事業

をはじめとする公共工事の受注が堅調に推移

し、改善した。小売業では、高付加価値商品

の販売やインバウンド需要が好調な百貨店が

下支えし、改善した。また、卸売業でも小売

業からの引き合い増加で改善した。一方、製

造業では、円安の伸長による輸入部材の価格

高騰により悪化した。サービス業では、慢性

的な人手不足により、飲食・宿泊業を中心に、

悪化となった。各業種の業況はまだら模様と

なったものの、エネルギー価格の高騰による

コスト増や深刻な人手不足等、業種を問わな

い課題は山積しており、中小企業の業況は４

か月連続で足踏みが続いている。

　先行き見通し DI は、▲ 12.9（今月比▲ 3.9

ポイント）

 インバウンド需要の継続的な回復や、個人

消費の拡大を期待する声が聞かれている。

一方で、円安の伸長やエネルギー価格等の

高騰でコスト増が続く中、賃上げ対応に必

要な価格転嫁も十分に行えておらず、収益

圧迫が続いている。また、地政学リスクの

高まりで世界情勢も不安定な中、インボイ

ス制度や働き方改革など対応すべき諸課題

も多く、中小企業の先行きは厳しい状況が

続く。

お知らせ

　中小企業１１９は、中小企業、小規模事業

者のための経営相談と専門家派遣事業です。

事業者の皆様が抱える様々な経営課題に対

して、支援機関が専門家を派遣して課題解

決をサポートします。経営課題の解決で悩

んだときは、まず支援機関に相談してくだ

さい。詳細は、中小企業１１９ホームペー

ジをご確認ください。

https://chusho119.go.jp/

「中小企業１１９
専門家派遣事業の
ご案内」

お知らせ

　事業者の方向けにインボイス制度に関する説

明会を次のとおり開催します。

　令和５年１０月から開始された消費税のイ

ンボイス制度の概要や消費税の基本的な仕組

みについて説明を行いますので、ぜひご参加

下さい。

　また、登録するかお悩みの免税事業者の方

を対象に、登録の考え方や必要な情報等を個

別にご案内する登録要否相談会も開催してお

りますので、お気軽にお問い合わせくださ

い。

会　場  西川口税務署 別館会議室

日　時  

【インボイス制度説明会 /登録要否相談会】

令和５年１１月７日 (火 )

説明会：午後１時から２時まで

相談会：午後２時から３時まで

定　員    ２０名（事前予約制 /先着順）

その他 　 来場に当たっては公共交通機関を

ご利用ください。

問合せ先  電話：048‐253‐4680

西川口税務署 個人課税第一部門

西川口税務署
からのお知らせ



青年部メンバー募集中！

青年部 HP は

←こちら

蕨商工会議所青年部とは
  昭和６２年１１月「行動する商工会議所に若い活力」をモットーに、次代を担う若手経営者の総意

により結成した、「若手経営者の異業種交流の場」と言えます。

  同じ地域社会で生活する 100 人を超える青年経済人が、資質の研鑽を通じて地域社会の発展に寄与

することを目的に、研修会、親睦事業、イベント事業の開催をはじめ、蕨商工会議所が展開する諸事

業にも積極的に参加しております。どうぞお気軽にお問い合わせ下さい！

　　　●入会資格　 蕨商工会議所の会員事業所の経営者、または後継者で５０歳未満の方なら

　　　　　　　　　どなたでも入会できます。

　　　●年会費　　20,000 円

　　　●事務局　　〒 335-0004　蕨市中央 5-1-19　Tel：048-432-2655　　
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 『第 229 回珠算検定試験』

  『デジタル化に向けた講習会』

　10 月 18 日 ( 水 ) に、当商工会館において「デ

ジタル化対策に向けた講習会」を開催しました。

　当日はイーンスパイア㈱代表取締役の横田秀珠

氏を講師に迎え、国の補助金制度やショート動画

等 SNS(TikTok 等 ) のビジネス利用について説明が

ありました。

　参加者は、自社の経営力を向上させ、売上増加を

図るヒントを得ようと、真剣に耳を傾けていました。

　10 月 22 日（日）に、蕨商工会館にて、第 229

回珠算検定試験等を施行しました。今回の検定

試験では、52 名の受験申込がありました。受験

者はスキルアップを目指し、日ごろの勉強の成

果を発揮するために、真剣に問題に取り組んで

いました。



～地元企業をＰＲ～ 

牛窪会頭の企業探訪
人生 100 年時代は健康第一！
その基礎となる役割を
ルネサンスに担ってもらいたい

スポーツクラブルネサンス蕨 24

支配人 ： 伊藤 祐介
住所 ： 蕨市中央 1 －１９－ 11
電話 ： ０４８- ４３１- ０１１０
営業 ： ２４時間営業
休館 ： 日曜２０時～火曜９時半
　　　　　年末年始 他
※フロント ・ 電話受付時間の詳細は

公式HPをご覧下さい(右上QRコード)

◇
牛
窪
会
頭
訪
問
を
終
え
て

（
右
か
ら
）

牛
窪
会
頭

伊
藤
支
配
人

今
井
副
会
頭

無料 Wi-fi 完備のラウンジスペース 施設やプログラムについて説明を受ける

テニスではレッスン中に撮影した動画をその場
で確認しながらフォームの癖も把握できるため、
上達のスピードも速いとのこと

　

牛
窪
会
頭
の
企
業
探
訪
。
第

36
回
目
は
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ル
ネ
サ
ン
ス
蕨
24
」
さ
ん
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
に
オ
ー
プ
ン
、「
生

き
が
い
創
造
企
業
」
と
い
う
理

念
の
も
と
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
、
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
ホ
ッ

ト
ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
だ
け
で
な

く
、
お
風
呂
、
サ
ウ
ナ
も
利
用

で
き
る
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
は
24
時
間
営

業
（
休
館
日
を
除
き
ま
す
）
と

な
っ
て
お
り
、
日
中
仕
事
が
あ

る
人
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る

と
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

伊
藤
支
配
人
は
蕨
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
審
議
会
の
委
員
を
務
め

る
な
ど
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
お
よ
び
市
民
の
健
康
増
進
活

動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

 　

会
員
の
方
が
充
実
し
た
表
情

で
一
生
懸
命
に
身
体
を
動
か

し
、
心
身
と
も
に
鍛
え
て
い
る

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
会
員
同

士
の
会
話
も
随
所
に
見
ら
れ
、

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
推
察

す
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
の

マ
シ
ン
や
ス
タ
ジ
オ
の
レ
ッ
ス

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
と
て
も
豊
富

で
、
楽
し
み
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
身
体
づ
く
り
が
で
き
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

企
業
の
健
康
経
営
の
推
進
支

援
も
行
っ
て
お
り
、
企
業
向
け

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
内
容
も
多
彩

だ
。
ま
た
、
法
人
会
員
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
と

そ
の
家
族
が
全
国
約
２
０
０
以

上
の
店
舗
（
直
営
・
提
携 

共

に
１
０
０
以
上
）
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
施
設
を
利
用
で
き
る
そ

う
で
利
便
性
に
驚
い
た
。

　

伊
藤
支
配
人
の
「
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
（
心
か
ら
の
お
も
て
な

し
）
を
重
視
し
て
い
る
」
と
い

う
言
葉
ど
お
り
、
フ
ロ
ン
ト
で

の
対
応
や
ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導

と
い
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
接
客
ス

キ
ル
が
高
い
こ
と
に
加
え
、
建

物
内
の
衛
生
管
理
等
が
素
晴
ら

し
い
。

　

今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
住
民
の

健
康
増
進
と
地
域
の
発
展
に
尽

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ジムのマシンの種類は豊富に揃っている
今井副会頭 「知り合いにも教えてあげたい」

レッスン中のスタジオを見学

11
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蕨商工会議所ニュース Epoch 令和 5年 11 月 1 日 ( 毎月 1回 1日発行 ) 通巻第 607 号   

Interview 
会 社 紹 介

有限会社エムアンドディー

代表取締役　岡村　大輔

住  所 ： 蕨市南町 1-16-12

電  話 ： 048-287-9269

営  業 ： 9 時～ 18 時

定休日 ： 不定休

　

今
回
は
、
蕨
市
南
町
で
清

掃
業
を
営
ん
で
い
る
有
限
会

社
エ
ム
ア
ン
ド
デ
ィ
ー 

代
表

取
締
役
の
岡
村
大
輔
さ
ん
に

お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

エ
ム
ア
ン
ド
デ
ィ
ー
は
、

「M
a
i
n
t
e
n
a
n
c
e

＆D
i
s
t
r
i
b
-

u
t
o
r

」
の
略
で
あ
り
そ
の
社
名

が
示
す
通
り
、
清
掃
業
務
と

清
掃
用
品
の
販
売
業
務
を
行

う
会
社
と
し
て
２
０
０
２
年

に
創
業
、
岡
村
さ
ん
は
二
代

目
に
な
り
ま
す
。

　

業
務
の
内
容
と
し
て
は
「
団

地
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
清
掃
」
が

主
だ
そ
う
で
、
高
圧
洗
浄
機
等

の
清
掃
機
械
を
使
っ
た
共
有
部

分
の
掃
除
、
駐
車
場
、
駐
輪
場

の
整
頓
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
分

の
掃
除
、
ご
み
置
き
場
の
清
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
手
の
管

理
会
社
と
契
約
し
て
お
り
、
年

間
１
０
０
棟
近
く
も
の
マ
ン

シ
ョ
ン
、
団
地
を
清
掃
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
前
社
長
か
ら
行
っ
て

い
る
「
言
わ
れ
た
こ
と
に
と
に

か
く
応
じ
る
こ
と
」、「
つ
い
で

に
や
っ
て
お
い
て
に
応
じ
る
こ

と
」
を
今
で
も
続
け
て
お
り
、

他
社
で
は
断
ら
れ
る
よ
う
な

「
草
刈
り
」
と
い
っ
た
掃
除
以

外
の
ご
要
望
に
も
お
応
え
し
て

い
る
こ
と
が
顧
客
満
足
度
に
も

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

蕨
商
工
会
議
所
青
年
部
に

も
所
属
さ
れ
て
い
て
、
９
月

に
開
催
し
た
「
わ
ら
ん
ち
ゅ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
」

で
は
職
業
体
験
コ
ー
ナ
ー
に

出
店
さ
れ
る
な
ど
地
域
貢
献

活
動
に
も
積
極
的
で
す
。

今
後
の
抱
負
を
お
聞
き
し

た
と
こ
ろ
、
「
も
っ
と
地
域
に

根
差
し
た
企
業
と
し
て
発
展

し
て
い
く
こ
と
が
目
標
な
の

㈲エムアンドディー
で
、
蕨
の
ご
家
庭
、
事
業
者

向
け
の
清
掃
サ
ー
ビ
ス
に
進

出
し
て
い
き
た
い
で
す
。
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
清
掃
全
般

の
こ
と
な
ら
、
清
掃
歴
21
年

の
岡
村
さ
ん
に
相
談
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

 
 
 
 
 

　

 

（
取
材　

天
野　

祥
）

高圧洗浄機での作業

【蕨商工会議所】　

℡ 048-432-2655　ＦＡＸ 048-444-1785

http://warabiguide.com/

蕨店舗ガイド 検索

インターネットで「蕨店舗ガイド」と検索

掲載無料！！

さらに安価な有料オプションでセー

ル情報等タイムリーな店舗情報が発

信できます。

詳しくは蕨商工会議所までお問合せ

下さい。
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